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１．はじめに 

 

我が国の少子高齢化は､先進国でも類を見ない速度で

進行しており､高齢者の年金･医療費の問題や､次世代育

成支援策は､政府の重要な政策の一つとなっている｡ 
高齢者･障害者を主な対象としたバリアフリー施策は､

2000年に施行された交通バリアフリー法､2006年のバリ

アフリー新法 1)等の法的根拠のもと､着実に進められて

おり､今や､我が国は､世界で最も公共施設のバリアフリ

ー化が進んだ国かもしれないという段階に来ている｡ 
一方で､ベビーカー利用者など子連れでの移動制約者

は､バリアフリー新法の直接の対象者とはなっていない

のが現状である｡これは､子連れでの移動制約が大きい期

間が乳幼児期のわずかな期間に限られており､その時期

を過ぎれば｢制約｣の存在自体が忘れ去られがちであるこ

と､子連れ移動が生活に必要不可欠である場合はそれほ

ど多くなく､子どもを預ける､自動車を利用するなど代替

手段が存在する場合もあること､子育て経験のない国民

の比率が増加していること､などの理由によるものと考

えられる｡ しかしながら､子育て時の外出行動に伴うバ

リアを低減する施策は､出産や育児により一時的に社会

参画が困難になる女性の社会参画支援のためにも､今後､

さらになる検討が必要な分野であると考えられる｡ 
交通計画分野において､｢バリアフリー｣や｢交通行動

分析｣は､これまで主要な研究分野として扱われてきたが､

子連れでの移動については､未だ体系的な調査･分析がな

されておらず､パーソントリップ調査などの都市調査デ

ータを用いたマクロな分析等､ごく一部に留まっている｡ 
本報告では､このような状況を鑑み､特に子連れ移動

の制約が強いと考えられる乳幼児期の子ども運搬用具

(ベビーカー､おんぶ抱っこひも､スリング､背負子)に着

目し､この変遷と利用実態について､調査分析を行なった

結果を報告することを目的とする｡ 
これに際し､本報告では､まず現在の代表的な乳幼児

運搬用具であるベビーカーの変遷を､文献調査､ベビーカ

ーを製造販売している企業担当者へのヒアリング､なら

びに､国産大手ベビーカーメーカー二社のカタログデー

タより示す｡次に､2009 年春､日本交通政策研究所の支援

を受け､首都圏を対象に実施した子育て実態アンケート

調査データを用いて､乳幼児運搬用具の保有状況や利用

実態について集計分析を行った結果を報告する｡ 
 

2．ベビーカーの変遷 

 

｢ベビーカー｣は､我が国で乳母車の呼称として用いら

れている和製英語である｡｢乳母車｣を広辞苑（1998年第

五版）で引くと｢乳幼児を乗せる四輪の手押し車。ベビ

ーカー。｣と記されているが、近年は三輪のベビーカー

も販売されており､本稿では三輪も含めて｢乳幼児を乗せ

る手押し車｣と定義する｡なお､乳母車という呼称は、SG
マーク認定基準（消費生活用製品安全法による規定）に

おいても用いられており、｢乳母車（携帯用乳母車およ

びベビーカーを含む）｣と記載されている。この基準で

は、乳母車を A 型（乳幼児を寝かせた状態で使用でき

る）と B 型（乳幼児を背もたれに寄りかけて座らせ使

用する）に形式分類している。 
 
(1)ベビーカーの起源と我が国への導入 

ベビーカーの起源については､諸説あるが､文献 2)に
よると､｢乳母車が製品化されたのは 19 世紀の中頃で、

ヨーロッパに始まったとみて良いと考えられる｡我が国

に輸入されたのは明治 12 年（1879 年）頃で、鉄の車

輪を用いるようになったのは明治 30 年頃と思われる｣

とされている。その後､少なくとも明治 30 年代から育

児書の中に（おんぶの弊害をカバーするものとして捉え

られていた）乳母車の記述が多くなり、明治 40 年代に

は国産品が相当生産され、大正のはじめ頃にはゴム車輪

の乳母車ができていたことも明らかにされている。 
乳母車の発展については、必ずしも文献の記述が確

実で正確であるとは言えず、不明な部分も多いが、明治

末期から、主に上流階級を中心に乳母車が使用されてき

たことが伺える。 
 戦後は､道路舗装率の向上や､2000 年以降急速に進ん

だバリアフリー化の上昇とともに､主に都市部でのベビ

ーカー利用は増加していると考えられている｡ただし､ベ

ビーカーの販売台数については､各メーカーとも公表し

ておらず正確なデータが存在しないが､文献 3)によると､

｢日本のベビーカーの市場規模は、売上げベースで約
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130 億円、台数ベースで約 70 万台（2006 年）と推定さ

れているが、規模は年々縮小しており、2007 年は 2001
年比で 20%以上の減少｣とされている｡長らく国産大手

二社の寡占市場であったが、2002 年に発売された英国

マクラーレン社の製品がヒットしたことを機に、他の外

国製製品も輸入され始めている。 
ベビーカーの利用実態については､乳幼児をもつ保護

者への調査結果は存在するものの､都市交通体系の中で

ベビーカーの位置づけを把握できるような調査は行われ

ておらず､都市 OD やパーソントリップ調査でも補足で

きていないのが現状である｡ 
 
(2)ベビーカーの平均重量の変遷 

次に､国産ベビーカーメーカー大手 2 社より､1993 年

～2009 年に発行されたカタログを借用し､各年に販売さ

れたベビーカーの重量の傾向を分析した結果について述

べる｡ 
用いたデータは､A社の2001年～2009年までの全150

型と､C 社の 1993 年～2009 年までの全 229 型である｡た

だし､1997 年のカタログを入手できなかったため､この

年のデータのみ抜けている｡ 
表 1 より､この 2 社のベビーカーの型数は､2001 年～

2006 年頃がピークとなっていることがわかる｡A 社は

2001 年が 25 型と最も多く､その後 11 型と半減したが､

2009 年には 22 型と再び増加した｡C 社は 2001 年､2006
年が 21 型と最多であるが､2007 年には 9 型となってお

り､前年の１／３に絞っている｡この理由は定かではない

が､市場規模の縮小や､消費者の嗜好の多様化に対応する

ことの困難さ､また､後述する外国製ベビーカーの台頭な

どの理由が考えられる｡ 
図 1 は､国産大手 2 社の型別ベビーカー重量の平均値

の推移である｡3 ヶ月未満の乳児期から使える A 型は､

2001 年～2004 年にかけ

て一時的に重い型が増え

たが､その後､5.0kg 弱に

落ち着いている｡B 型は､

1993 年頃の 3.0kg から

2009 年の 3.8kg まで緩や

かな増加傾向にあると言

える｡使用する期間は B
型ベビーカーの方が長い

ことが予想され､この重

量の増加傾向は､ベビー

カー利用者が｢軽さ｣をそ

れほど重視しなくなった

ことに起因しているのか

もしれない｡ 
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図1 型別ベビーカー重量の平均値の推移 

 
(3) 近年のライフスタイルとベビーカーの進化 

国産ベビーカーメーカー大手の担当者が､あるシンポ

ジウム 4)で近年のベビーカー販売の動向を語った概要を

述べる｡ 
------------------------------------------------------------------------------ 

1980 年代までの｢お母さん｣は､多くが 20 代後半であ

り､その年代をターゲットとした商品を作ればよかった

が､現在は 10 代～40 代､職業もさまざまな｢お母さん｣が

おり､多様化が進んでいる｡ 
機種としては､1990年前後のバブル期より前はA型と

B 型を月齢により使い分けることを薦めていたが､2002
年～2003 年頃から AB 兼用のベビーカーが登場し､流行

している｡しかし､このAB 兼用ベビーカーはぐらつきや

すいため､赤ちゃんを保護するという観点からは､本来は

おすすめしにくいものである｡ここ 3-4 年は､｢育児のフ

ァッション化｣が顕著であり､お母さんがかっこよくさっ

そうと移動できるイメージのベビーカーに人気がある｡

また､規制緩和の影響で外国製のベビーカーが多く輸入

されるようになっている｡ 
 2002 年､2003 年くらいまでのベビーカーの売れ筋は､

圧倒的に｢軽さ｣重視であったが､それ以降は｢そんなに軽

くなくてもいいから､○○～｣という人が多くなった｡○

○の部分には､押しやすく､かわいく､おしゃれに､など人

によって異なり､多様化した感がある｡また､2000 年頃よ

り､アメリカからいわゆるバギー(アンブレラ･ストロー

ラー)が入ってきて流行しているが､これは道路の舗装事

情がよくなったことと大いに関係していると思われる｡

ただし､このようなバギーは，出かけた先で10～20ドル

で買えるものであり､耐久性や安全性は二の次であるの

で､当社は製造していない｡ 
------------------------------------------------------------------------------ 
 この談話からは､近年のベビーカー利用者の年代や嗜

好の多様性が伺える｡ 
また､｢外国製ベビーカー｣について､文献 4)では､少子

化の影響を直接受けるベビーカー市場にあって、急成長

表1 国産大手2社の

ベビーカー 型数

年 A社 C社 合計

1993 0 11 11
1994 0 11 11
1995 0 11 11
1996 0 13 13
1998 0 15 15
1999 0 16 16
2000 0 15 15
2001 25 20 45
2002 22 15 37
2003 18 19 37
2004 15 17 32
2005 13 19 32
2006 11 21 32
2007 11 9 20
2008 13 9 22
2009 22 8 30
合計 150 229 395



を遂げている外国製ベビーカーを紹介している。英国マ

クラーレン社製のベビーカーは､2003 年に日本市場に参

入して以来、主に都市部で躍進を続け、5 年後の 2007
年には年間の販売台数が 80 倍まで伸びた。首都圏では

マクラーレンの大きなベビーカーを押す家族連れをあち

こちで見かけるようになり、130 億円規模といわれる市

場で約10％のシェアを獲得しているというのである 3)。 
マクラーレンのベビーカーは､2009 年度モデルの平均

重量が約 6.4kg と国産大手 2 社の A 型平均重量 4.8kg､B
型平均重量 3.8kg(2008 年)に比べ､2～3kg ほど重くなっ

ている｡乳幼児を乗せると場合によっては総重量が 20kg
を超え､これを使った女性が一人で段差の多い街を移動

することは困難であることが予想される｡マクラーレン

のベビーカーが売れている背景には､2000 年以降､急速

に進展した鉄道駅周辺のバリアフリー化があるのではな

いかと考えられる｡ 
一方で､ベビーカーは安全性が最も重要視される製品

であるにもかかわらず、製品安全協会の認定基準に合格

したことを示す「SG マーク」がない製品が増えている
3)。２歳を超えても乗れる大型や超軽量型など、基準の

「想定外」の海外メーカー製品が人気を呼び、国内メー

カーも追随しているためとされている。各メーカーは､

自社の安全基準や欧州基準をクリアしており､安全性に

問題はないとしているが､SG 基準にある衝撃吸収性の

規定がないなどばらつきがあることから、利便性や格好

良さだけで、選ぶことの危険性も指摘されている。 
 

3．乳幼児運搬用具の利用実態 

 
本稿では､主な乳幼児運搬用具として､ベビーカー､お

んぶ抱っこひも､スリング､背負子の 4 種類に着目した｡

これらの用具の歴史的変遷については､文献 6)の中で

｢我が国では古来､おんぶが子連れでの外出時の一般的な

手段であったが､明治期以降､おんぶは野蛮な未開人の風

習であるとする西洋の価値観から､育児書などでおんぶ

抑制を奨める記述がなされてきた｡高度経済成長期以降

は､おんぶはかっこわるい､という風潮が強まり､現在の

日本で子どもを負ぶって歩く母親の姿はほとんど見られ

ない｣と述べられている｡ 
しかし､これらを実証した研究は少なくとも筆者の探

した限りでは見あたらない｡そこで本稿では､子連れ移動

や乳幼児運搬器具の利用実態について基礎的なデータを

得ることを目的とした調査を行い､分析結果を報告する｡ 
調査は､首都圏の未就学児をもつ母親計 1,000 名を対

象に､2009 年 4 月～5 月にWEB 調査形式で実施した｡調

査地域は､沿線の鉄道を考慮し､①東京都心５区（新宿区、

渋谷区、港区、文京区、千代田区）､②世田谷区・川崎

市・横浜市（東急東横線）､③国道16号以南の埼玉県・

足立区・北区・板橋区・練馬区・西東京市・東久留米

市・清瀬市（東武東上線、東武伊勢崎線・日光線、西武

池袋線、西武新宿線）､④水戸市･つくば市･日立市､とし

た｡県名と沿線毎のサンプル数を表2に示す｡ 
 

 (1)乳幼児運搬用具の保有状況 

図 2 に乳幼児運搬用具の保有率を､図 3 に自動車利用

可否別の保有率を示す｡図2より､ベビーカーの保有率は

9 割近くなっており､首都圏では多くの家庭でベビーカ

ーを所有していることが示された｡また､抱っこおんぶひ

もも 8 割近い家庭が保有しているが､外出時には文献 6)
に述べられているようにほとんど見かけないことから､

主に自宅内で使われていると考えられる｡また､図3より､

自動車を保有していない家庭では､母親が自由に使える

自動車をもつ家庭よりも､ベビーカー､おんぶ抱っこひも､

スリングの保有率が2～9ポイント高くなっている｡ 
表2 県別 沿線別 サンプル数 

茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 神奈川 計
JR山手線 0 0 0 0 0 80 0 80
JR中央線 0 0 0 0 0 18 0 18
小田急小田原線 0 0 0 0 0 6 0 6
東急東横線 0 0 0 0 0 8 60 68
みなとみらい線 0 0 0 0 0 30 102 132
東武東上線 0 0 0 32 0 17 0 49
東武伊勢崎線・日光線 0 0 0 24 0 8 0 32
東武野田線 0 0 0 2 19 0 0 21
西武池袋線 0 0 0 15 0 28 0 43
西武新宿線 0 0 0 16 0 25 0 41
京成本線・押上線・金町線 0 0 0 0 14 0 0 14
つくばエクスプレス 66 0 0 0 0 0 0 66
その他／茨城･栃木･群馬 70 135 129 0 0 0 0 334
その他／東京都内 0 0 0 0 0 96 0 96

計 136 135 129 89 33 316 162 1000  
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図2 乳幼児運搬用具の保有率 
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図3 自動車の利用可否別 乳幼児運搬用具の保有率 



 次に､居住地域(県)別のベビーカー購入時に重視した

点について､上位5位を抜粋したものを表3に示す｡これ

より､東京以外の全ての県で最も重視されているのは､

｢値段｣であること､差はわずかではあるが､東京のみ｢値

段｣が3番目の重視点となっていることが示された｡東京

の都心部は平均年収が高いこと､ファッション性が重視

される傾向があることなどが影響していると考えられる｡ 
 茨城､栃木､群馬､埼玉､千葉では｢折りたたみ性｣が上位

5 位に位置しており､東京･神奈川では番外となっている｡

これは自動車にベビーカーを乗せる場合を想定して､折

りたたみ性を重視している可能性が考えられる｡ 
 また､｢乗心地｣については東京と神奈川でのみ 5 位と

なっている｡｢乗心地｣は､表 3 に挙げられた項目で唯一､

乗せられる子どもの視点からの評価項目である｡他地域

では重視点として挙げられる割合が 18.2%～31.8%と､20
～10ポイントほど低くなっていることが示された｡ 
 
(2)乳幼児運搬用具の利用実態 

図 4 は､乳幼児運搬用具の週あたり利用回数､図 5 は

自動車利用可否別の週あたり利用回数である｡これらよ

り､最も利用回数が多いのはベビーカーであるが､おんぶ

抱っこひもも利用されていることが示された｡図4より､

母親が自由に使える自動車を持つ家庭では､自動車を持

っていない家庭よりも､ベビーカーの利用頻度は低いも

のの､おんぶ抱っこひもの利用頻度に大きな差は見られ

ず､スリングはむしろ利用頻度が高い傾向にあることが

示された｡おんぶ抱っこひもの利用頻度が自動車利用可

否に影響されていないことから､おんぶ抱っこひもは自

宅内で利用されている可能性が高いと考えられる｡ 
 

4.おわりに 

 
本報告では､現代の代表的乳幼児運搬用具である｢ベ

ビーカー｣の変遷を､文献調査､国産大手ベビーカーメー

カー二社のカタログデータ等により示すとともに､子育

て実態アンケート調査データより､乳幼児運搬用具の保

有状況や利用実態について集計分析を行った｡ 
その結果､ベビーカーはライフスタイルや嗜好の多様

化に併せて変化しており､特に重量については､海外メー

カーの影響を受けて重くなる傾向にあることが示された｡

また､乳幼児運搬用具として､おんぶ抱っこひもは主に自

宅内で頻繁に利用されている可能性が示された｡ 
今後は､公共空間のバリアフリー化率とベビーカー利

用頻度､外出頻度等の相関を分析するなど､さらなる分析

を進めていくこととしたい｡ 
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図4 乳幼児運搬用具の利用回数 
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図4 自動車の利用可否別 乳幼児運搬用具の利用回数 
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表3 県別 ベビーカー購入時に重視した点 (上位5位を抜粋) 
地域 1位 2位 3位 4位 5位

茨城 値段 58.1% 軽さ 47.8% 色･デザイン 45.6% 折りたたみ性 42.6% メーカー 38.2%
栃木 値段 53.3% 折りたたみ性 43.7% 軽さ 42.2% 色･デザイン 41.5% メーカー 34.8%
群馬 値段 49.6% 色･デザイン 47.3% 軽さ 40.3% メーカー 37.2% 折りたたみ性 35.7%
埼玉 値段 51.7% 色･デザイン 46.1% 折りたたみ性 42.7% 軽さ 41.6% コンパクトさ 33.7%
千葉 値段 63.6% 色･デザイン 54.5% メーカー 45.5% 軽さ 27.3% 折りたたみ性 27.3%
東京 色･デザイン 49.7% 軽さ 49.4% 値段 44.9% メーカー 44.0% 乗心地 44.0%
神奈川 値段 53.1% 色･デザイン 53.1% メーカー 49.4% 軽さ 45.7% 乗心地 42.6%


